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2022( 令和 4) 年 11 月 16 日、12 月 20 日、2023( 令和 5) 年６月 13 日の小南自治会館での聞き取り調査、VHS『ストップ・ザ・水害！』( 制作：日野川改修期成同盟会 ) に基づき作成
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滋賀県野洲市小南水害履歴マップ ❸　1959( 昭和 34）年 8月 14 日 ( 台風 7号 )・9月 26 ～ 27 日 ( 伊勢湾台風 )

作成　関西大学　景観研究室（「1/25000 近江八幡」( 昭和 31 年発行 ) 上に加筆）

■1959( 昭和 34) 年　台風７号・伊勢湾台風時に撮影された写真　（滋賀県HP「水害情報発信　―水害の記録と記憶―」掲載写真の撮影位置を、聞き取り調査結果に基づき特定）
※日野川右岸側の浸水範囲は未確認であったため、描画しない。
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  樋門と遮蓋況状理地
国鉄東海道線建設により、穴田川が盛り土
の下をくぐるようになって、そこに樋門が
設置された。大貝地区から穴田川を通じて
流れてくる逆水が入町地区に流入しないよ
うに、日野川増水時には、入町地区の人た
ちが樋門の遮蓋 ( さぶた ) を閉めるように
していた。

日野川と家棟川の間の狭窄部
比留田には日野川と家棟川が接近している
箇所があるため、その上流の水が下流側に
排水しづらく、野合と川原田の辺りが浸水
しやすい。

野村に幅 3mの切通しが存在した。 

  遮蓋の破損況状害被
ところが、昭和 34 年 8月 14 日の台風 7
号の被害によって遮蓋が破損してしまい、
樋門が開かなくなってしまった。
その約一か月後の昭和 34 年 9月 26~27 日
の伊勢湾台風時には、　  　　により入町地
区が浸水してしまったが、上記の理由で樋
門を開けられなかったことで排水が困難と
なり、被害を拡大させた。

決壊❶

穴田川の樋門について

    河川状況：日野川の 4つの川

〇当時の比留田には、東から順に、日野川、えび川、家棟川、童子川の 4つの川
　が並行で流れていた。
〇家棟川が改修前であった昭和 47 年 ~平成 9年ごろ、家棟川右岸堤
　防の脇にえび川（昭和 13 年ごろ完成したと思われる）が流れていた。
〇琵琶湖総合開発事業（昭和 47 年 ~平成 9年）の一環で童子川改修
　が行われた。この改修で家棟川と童子川の間の堤防がなくなり2河川が合流した。
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琵琶湖総合開発事業により
取り払われる

遊水地としての大貝地区
大貝地区を囲む堤防は小南の内領地区のあ
る光善寺川左岸堤防や、江頭地区 ( 近江八
幡市 ) のある日野川右岸堤防より低かった。
このため、日野川増水時には遊水地として
機能していた。

ツバナ（津波奈）
川原

大畑

日野川橋梁上流堤防決壊
8 月 14 日朝 8時ごろに、台風 7号
の増水で日野川橋梁上流の左岸堤
防が決壊し、その後、仮堤防が築
かれた。しかし 9月 26 日に伊勢湾
台風の増水により仮堤防が再度決
壊したため、大量の水が入町に流
れ込んだ。入町の水は樋門の遮蓋
の隙間から大貝地区に流れ込んだ。

    1959( 昭和 34) 年水害による日野川沿いの堤防決壊の流れ況状壊決

大畑の堤防決壊
9 月 27 日 0~1 時ごろ、比留
田の大畑の堤防が決壊した
が、被害は周囲の畑に留まり、
人家には被害がなかった。
大貝地区でも深夜にふるかわ
橋下流の Aで決壊し、さらに
氾濫水が流れ込んだ。

小田地先の堤防決壊
9 月 27 日朝 11 時には小田地先の
日野川右岸堤防が決壊した。これ
よりも前に、日野川の屈曲部に水
が当たり、小田地先で Bが決壊し
た。その後すぐ上流の Cが決壊し
た。ただし、B・Cの決壊と❸、❹
の決壊との前後関係は不明である。

ツバナ地先の堤防決壊
下流側の野村と大畑が決壊した
ことにより日野川の流れが加速
し、川の蛇行部分の護岸が侵食
されたため、9月 27 日朝 7時
には小南のツバナ地先堤防が決
壊した。

決壊❶
野村地先の右岸堤防決壊

　　　　で入町や大貝地区に氾濫したもの
の、日野川の水位上昇は止まらなかった。
流失した仁保橋の丸太材が下流の野村橋に
ひっかかり、川を堰き止めた。これにより
日野川の水位がさらに上昇し、日野川右岸
側の野村地先の堤防が決壊した。

決壊❷ 決壊❸ 決壊❹ 決壊❺

決壊❶

    大貝地区での自主決壊況状壊決
〇大貝地区では、遊水機能の限界を超える勢いで氾濫水が
　流れ込んだことから、27 日早朝に日野川堤防を 2カ所
　自主決壊させ、地区内の氾濫水の排水を促進した。

〇20 人程度が堤防の自主決壊に関わった。その内５人程
　度が、近くの竹やぶに括り付けたロープを体に巻いて、
　氾濫水に浸かりながら、堤防の中段を手で掘削した。
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⑫　日野川堤防　決壊の様子❶ ⑬　日野川堤防　決壊の様子❷ ⑭　日野川堤防　決壊の様子❸ ⑮　日野川堤防　決壊の様子❹ ⑰　安養寺地先　決壊の様子

⑨　国鉄（現JR）線路上から見た
　　大貝地区の様子❶

小田地先での決壊の様子（伊勢湾台風）

Oさん宅から撮影された内領地区の浸水の様子（伊勢湾台風）

大貝地区での自主決壊・浸水の様子（伊勢湾台風）

日野川 大貝

日野川

安養寺

日野川

決壊箇所

①　浸水した田畑と家屋 ②　浸水した家屋❶

⑤　救助活動の様子❶

③　浸水した家屋❷

⑥　救助活動の様子❷④　浸水した家屋❸

ツバナ地先での堤防決壊・浸水の様子（伊勢湾台風）

氾濫水
氾濫水

⑩　国鉄（現JR）線路上から見た
　　大貝地区の様子❷

⑯　ツバナ地先　浸水の様子

⑪　自主決壊箇所（現在）

⑪　自主決壊箇所（水害当時） ⑦　流失直前の仁保橋

⑧　仁保橋流失後

仁保橋流失（伊勢湾台風）
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